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市⺠農家

⼤学

松野菜ファーム

農地活性化

松の道による波及

Concept

1. 各観光施設の分断

観光地としての共通イメージの⽋如
各距離の遠さによる回遊性の低さ

公共交通機関からの東⻄動線の不⾜
松林による通り抜けの困難性

森林公園と接しながら関りが薄く、
ソーラーパネルが増える農地

３つの駅から海まで⾃
転⾞でおよそ 10 分の
松の道。市街地からの
アクセシビリティを⾼
めるとともに、森林公
園内の活動が市街地へ
波及する。

city/farm

city/farm

forest sea

forest sea

松活⽤事業を媒介とした
各観光施設の連携

松の農利⽤を中⼼
とした農地活性化

3. 農地の衰退2. 市街地・森林公園・  海の分断

松活⽤事業を通して３つの課題を解決する

松葉保全活動の副産物を活⽤

松葉ジン
松家具 松野菜ファーム

松葉堆肥造園

市⺠による松林保全活動

市街地から海までつなぐ３つの松の道

200 年以上も前から広⼤なクロマツ林とともにあった宮崎市。松は今も⼤切にされ、保全が⾏われて
いる。これからは、今も昔もこの地に寄り添ってきたクロマツ林を、そのままに守るだけでなく、活
⽤していく。松のもたらす恵を地域のために活⽤することで、観光、農、暮らしをつなげ、持続可能
なまちづくりを⽬指す。

松活⽤事業を軸にした観光・農・暮らしの⼀体型まちづくり
松とともに育つまち

市街地から海へ向けて、森林公園があるために通り抜けが難しく、市街
地・阿波岐原森林公園・海とまちが３つに分断されている。⼀⽅で北権
現通り・フローランテ通り・島之内通りは森林公園に直通しており、活
⽤の可能性がある。

宮崎市は昔から農業が盛んであり、宮崎市の農家数は九州でもトップク
ラスである。⼟耕栽培できゅうりやトマトを中⼼に⽣産しており、⼤変
美味しいことで有名である。このような宮崎市の農業の発展を⽀えてき
たのは防潮林としての松林だった。

これらの理由によって、将来的に松林の防潮林としての価値が⼩さくな
り、松林保全活動の⼈⼿や資⾦が不⾜するおそれがある。

宮崎市
Site Overview Potential ＆ Issue 

阿波岐原森林公園

1. 観光施設間の分断 3. 農地の衰退

2. 市街地・森林公園・海の交通分断
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３つの課題を松林活⽤事業によって解消し、宮崎
市独⾃の well-being を実現し、同時に松林のレジ
リエンスを⾼める。

1. 観光施設の連携強化

2. 東⻄のアクセシビリティ向上

3. 農業の復興

松林活⽤事業

バスを待たずに移動できるようになったね！

宮崎ってこんなに⾃然が豊かなのね、知らなかったわ

宮崎の野菜は味が濃くておいしいっちゃわぁ

愛着のある農地で農業が続けられてうれしいな

綺麗な松林を⼦供たちにも残してえね

松林で⽇向ぼっこしにいこうけね

海に⾏きやすくなってサーフィンが⾝近になったわぁ

しかし、宮崎市の農家の平均年齢は 63 歳と⾼齢化が深刻であり、将来
的には農業従事者の減少や、耕作放棄などによる農業産業⾃体の縮⼩
化が予想される。

宮崎市は、宮崎県南部に位置する⼈⼝約 40 万⼈の中核市である。⼭や
海に囲まれる豊かな⾃然環境から、農林業と福祉産業が産業の中⼼であ
る。

阿波岐原森林公園は⼤部分が国・県有の松林で覆われている。松は植林
当初は防潮林としての機能しか持たなかったが、現代はリゾート施設や
庭園をはじめとした観光施設を含み、観光拠点のひとつとなっている。
松林は市⺠から愛され、現在、「住吉海岸を守る会」などの組織が、以
下のような⾏為によって松林を保全している。

⼀⽅で、観光施設間の連携は少なく、界隈性が希薄である。また、現状
の観光施設はひとつのパークウェイ沿いにあるものの、各施設が松林の
中で距離をとって点在しているため、気軽に複数施設を利⽤しにくいと
いった課題を抱える。シェアサイクルも存在するが、ポート数が限定的
である。

阿波岐原森林公園内には魅⼒的な観光資源が多数存在し、種類も多様で
ある。

フローランテ宮崎 フェニックス⾃然動物園

⼟地持ち⾮農家⾃給的農家販売農家
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（平均年齢︓63歳）

15〜24歳(2%) 25〜34歳(4.89%) 35〜44歳(7.12%)

45〜54歳(12.86%) 55〜64歳(21.74%) 65〜74歳(26%)

75歳以上(25.4%)

農業⼈⼝の年齢分布

松葉かき ⾍害被害樹の伐倒

左：農地からソーラーパネル発電地へ
右：農地から耕作放棄地へ

宮崎市で観測される離農

市を代表する緑の認知率
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⑥ 天ヶ城公園

① 宮崎神宮の森
② ⽇南海岸
③ 一ッ葉海岸の松 ⑦　宮崎自然休養村
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宮崎市の産業構造
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1 北権現通り
2 フローランテ通り
3 島之内通り

森林公園に直通する道路

A ラグゼ⼀ッ葉
B 英国式庭園
C ⽊漏れ⽇のガーデン
D フローランテ宮崎
E フェニックスシーガイアリゾート
F 市⺠の森
G フェニックス⾃然動物園
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伐採松で作る家具動物園ゲート改築
フェニックス⾃然動物園のゲートを改修
し、松野菜のレストランや直売所を運営。
⼈々でにぎわうゲートに。

展望台

松野菜ファーム ファーマーズマーケット 松葉ジン⼯房

サイクリングストップ
ストップで⾃由に乗り降り可能なコ
ミュニティサイクルシステムを阿波
岐原森林公園内に導⼊。主要スポッ
ト付近に複数ストップを設置し、回
遊性を⾼める。また、各駅からもコ
ミュニティサイクルを利⽤できる。

アスレチック松カフェ
松葉や松の実を使ったオリジナルメニューが楽しめるカフェ。

やむを得ず伐倒した⾍害被害松の⻘松葉を中
⼼にクラフトジンを醸造。松林の合間を巡る
建物で、ジンを味わう。

松葉堆肥を作る⼯場。

リゾート跡地を活⽤し、地元の農家が集う
ファーマーズマーケットを定期的に開催
する。

コンポスト⼯場

道増設の計画により伐採された松の⼀
部は、市内林業と連携しベンチなどの
家具を製造する。より暮らしに溶け込
む形として残す。

松葉堆肥を⽤いた「松野菜」を⽣産する。
農業体験プログラムを通して、農への関⼼
を⾼める。収穫物は、フェニックス⾃然動
物園⼊⼝のレストランや、フェニックス・
シーガイア・リゾートで提供される。

宮崎神宮駅からサンビーチ
⼀ッ葉に⾄る道は、市⺠の暮
らしに寄り添った道に⽣まれ
変わる。

防潮林が薄く他の道に⽐べ津
波のリスクが⾼いため、防災
を意識したオープンスペース
の形成、防災倉庫の設置が進
められる。また、この道の周
辺はエディブルタウン達成に
向けたモデル街区としての機
能も担う。

フェニックス⾃然動物園 シーガイアリゾート

フローランテ宮崎 英国式庭園

松を介した観光施設群の連携

松家具

松林保全活動から⽣まれる３つの恵み
松葉堆肥 松葉・松の実

松野菜ファーム

・パークウェイ沿いのベンチ
などにも使⽤フローランテ宮崎 宿泊施設群フェニックス⾃然動物園英国式庭園

庭作り⽀援・
市⺠ボランティア派遣

収穫物提供

・ゲートレストランで松野菜料理の提供
・エサやり体験に松野菜を使⽤

・主に宿泊客に向けたオ
リジナル松葉ジンの提供

・客室での松家具使⽤・収穫物を使った軽⾷、ハーブティーなどの提供
・種や苗⽊の販売

収穫物の提供

エディブルガーデン 松葉ジン⼯房

松材

動物性堆肥 ⼀部提供 運営 (シーガイヤリゾート )

松利⽤を通した隣接農地活性化プログラム

森林公園パークウェイ沿いの松活⽤マップ

事業の流れ

阿波岐原森林公園

宮崎市内農業

既存松林保全団体 まちづくり会社

保全団体や市⺠も加わり、植林活動やガーデン整備を⾏う

森林公園で展開さ
れる松の農利活⽤
から、共同研究、
就農体験などを通
して市内の農地を
活性化

森林公園内の新たなファームや
施設は、現在広葉樹が侵⾷して
いる箇所や空き地を中⼼に計画
する

ゼネコン
市内林業

市⺠
松の道の整備⼯事

松林保全の副産物を提供 副産物の活⽤

観光施設 市⺠

森林公園内での松野菜ファームの活動を中⼼に、市・⼤学・市⺠・農家が
関わり合い、市内の農業を活性化させていく

農業組合

観光客

農業⼤学校⽣・農業専⾨⾼校⽣
フェニックス⾃然動物園

新規就農を検討中の移住者
宮崎⼤学農学部

宮崎市

貸付農家・⾮耕作農家 販売農家

就農体験学習

まちづくり会社
• 松林ファンドの運⽤（松林保全費に充てる）
• 松葉堆肥事業・松野菜ファーム

未来の農業従事者

情報供与（将来の農地継承に備える）

利益配分

技術提供・開発

技術提供

宮崎市の⼩学⽣

堆肥の提供・協賛⾦提供
サービス利⽤

資本⾦
助成⾦

宮崎⼤学農学部と情報・機械⼯学部
のジョイントプログラム設⽴

貸付農家と耕作農家の交流会
@クラフトジン⼯房

農福連携

松野菜の育成

活動費⾦
管理

広葉樹林

シーガイヤリゾート

計画の中⼼となるパークウェイ

フェニックス⾃然動物園

クロマツ林

農
へ
の
活
⽤

フローランテ宮崎
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JR ⽇向住吉駅 JR蓮ヶ池駅 JR宮崎神宮駅

阿波岐原森林公園
観光施設 市⺠

⼟耕栽培の効率を⾼めるような農業器具および
システムの開発を⽬指す

農地継承に備えて定例会を開催し、
貸付農家とその⼦供に農地のこと
を深く知ってもらう。松林の中の
⼯房で⾏うことで、松林の存在意
義を認識させる。

引退した農家や福祉施設に⼊居
中の⾼齢者に農業の⼀部を⼿
伝ってもらう。⾼齢者にはフレ
イル対策になり、また対価とし
て松野菜を提供する。

松葉堆肥は⼟壌を微弱酸性にす
るおそれがあるので、微弱酸性・
塩害に耐性がある野菜（菜の花・
トマト・たまねぎ・アスパラガ
ス）を選択して実験的に育成す
る。

松葉堆肥の
エディブルガーデン

松葉堆肥で育てる植物

⼟壌を弱酸性にする松葉堆肥では、それに適した果樹や
ハーブ、植物を栽培する。

住⺠が主体となり、松葉堆肥を⽤いてエディブル
ガーデンをつくる。近くの英国式庭園では、収穫
物を使った軽⾷を提供。

ワイルドストロベリー ⾦柑 ブルーベリー など

松野菜の農場の拡⼤

側溝にはまらないための柵

ミニファーマーズマーケットの形成
商業施設・カフェ

広いサイクリングロード

防災緑地として使える市⺠の
オープンスペース

エディブルガーデン

500m 500m 500m

フェニックス
⾃然動物園

サンビーチ
⼀ッ葉

⽇向住吉駅

蓮ヶ池駅 市⺠の森

フェニックス
シーガイアリゾート

フローランテ宮崎

宮崎神宮駅

歩⾞分離

蓮ヶ池駅からフェニックスシーガイ
アリゾートに⾄る道は観光を意識し
た道に⽣まれ変わる。

全⾯⽚側⼆⾞線となり、中央分離帯
には松とフローランテ宮崎の花が植
えられる。サイクリングロードを挟
み商業施設やカフェが作られ、賑わ
いのある街道へと変化する。

また、この道は海まで伸ばしアクセ
シビリティを向上するとともに、松
林で遮られていた海の眺望を得る。

⽇向住吉駅からフェニックス⾃
然動物園に向かう道は農をテー
マにした道に⽣まれ変わる。

既存の農地はこの道路を中⼼と
して松堆肥の恩恵を受けるもの
へと変化していく。また、路肩
には⼩さなファーマーズマー
ケットが作られ、市⺠、農家、
観光客を巻き込みながら活性化
していく。

海の眺望

松と花の中央分離帯

海の眺望

防災倉庫




